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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月5日(2020.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御部と、第１の信号生成部と、第２の信号生成部と、を有し、
　前記第１の信号生成部は、第１の符号化回路と、第２の符号化回路と、を有し、
　前記第２の信号生成部は、第１の復号化回路と、第２の復号化回路と、を有し、
　前記制御部は、第１の画像データが供給される機能と、前記第１の画像データに基づい
て符号化情報を含む第１のデータを生成する機能と、前記第１の画像データから第２の画
像データを生成する機能と、前記第１のデータと前記第２の画像データとを前記第１の信
号生成部に出力する機能と、を有し、
　前記第１の信号生成部は、前記符号化情報に基づいて前記第１の符号化回路及び前記第
２の符号化回路のいずれか一方を選択し、前記第２の画像データを符号化して第３の画像
データを生成する機能と、前記第３の画像データと前記符号化情報を含む第２のデータと
を、前記第２の信号生成部に出力する機能と、を有し、
　前記第２の信号生成部は、前記符号化情報に基づいて前記第１の復号化回路及び前記第
２の復号化回路のいずれか一方を選択し、前記第３の画像データを復号化する機能を有す
る、
　半導体装置。
【請求項２】
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　請求項１において、
　前記制御部は、ニューラルネットワークにより、前記符号化情報を含む前記第１のデー
タを生成する機能を有する、
　半導体装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記制御部は、ニューラルネットワーク回路を有し、
　前記制御部は、前記第１の画像データを前記ニューラルネットワーク回路に入力して得
られた出力情報に基づいて、前記符号化情報を含む前記第１のデータを生成する機能を有
する、
　半導体装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記第１の画像データは、少なくとも１フレーム分のデータを有し、
　前記第２の画像データは、少なくとも複数に分割された前記第１の画像データのうちの
１つを有し、
　前記第３の画像データは、少なくとも前記第２の画像データのうち、１ライン分のデー
タを有する、
　半導体装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記第１の信号生成部は、前記第２の画像データを記憶する第１の記憶部を有し、
　前記第２の信号生成部は、前記第３の画像データを記憶する第２の記憶部を有する、
　半導体装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記第１の符号化回路及び前記第２の符号化回路のいずれか一方は、前記第２の画像デ
ータに含まれる１ライン分のデータの隣接する２つの同じ色に対応するデータの差分を出
力する機能を有する、
　半導体装置。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一において、
　前記第１の符号化回路及び前記第２の符号化回路のいずれか一方は、前記第２の画像デ
ータに含まれる連続する２つの１ライン分のデータ間の差分を出力する機能を有する、
　半導体装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、
　第１の半導体集積回路と、第２の半導体集積回路と、第３の半導体集積回路と、を有し
、
　前記制御部は、前記第１の半導体集積回路に含まれ、
　前記第１の信号生成部は、前記第２の半導体集積回路に含まれ、
　前記第２の信号生成部は、前記第３の半導体集積回路に含まれる、
　半導体装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、
　第１の半導体集積回路と、第２の半導体集積回路と、を有し、
　前記制御部及び前記第１の信号生成部は、前記第１の半導体集積回路に含まれ、
　前記第２の信号生成部は、前記第２の半導体集積回路に含まれる、
　半導体装置。
【請求項１０】
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　請求項１乃至請求項９のいずれか一に記載の半導体装置と、
　表示装置と、を有する表示システムであって、
　前記表示装置は、複数の画素と、複数のソース線と、を有し、
　前記第２の信号生成部は、前記第３の画像データを復号化することにより得られたデー
タをアナログ信号に変換し、前記アナログ信号を前記ソース線に出力する機能を有する、
　表示システム。
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